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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2022年６月28日に提出いたしました第89期（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　　５　研究開発活動

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。（訂正前）の　　箇所について、（訂正後）は削除しております。

 
第一部【企業情報】

第２【事業の状況】
 ５【研究開発活動】

（訂正前）

<前略>

 
環境車輌事業におきましては、強力吸引車「パワフルマスター」の基本性能と利便性の改良による商品力強化を図

りました。独自設計の高効率排気サイクロンの採用及び吸排気経路の最適化により作業時の吸引力を向上させ、また

集塵装置の構造変更によりアイドリング時及び吸引作業時の低騒音化、さらには日々の作業で使用する操作盤につい

てもマルチモニターを採用し機能性向上を図りました。塵芥車（ごみ収集車）においては、臭気抑制装置「ミラクル

キヨラ」の関連商品としてコロナ禍で収集作業に従事される作業員のウイルス感染を抑制するため、車載型の抗ウイ

ルス薬液噴霧装置を花王株式会社と共同開発しました。また、塵芥車の積込作業時の安全対策におきましては、独自

開発した人感エリアセンシング技術を用いた安全支援装置について、様々な使用環境下での検知精度の改良に取組

み、作業員の巻き込み事故防止を図りました。

 
<後略>

 
 

（訂正後）

　<前略>

 
環境車輌事業におきましては、強力吸引車「パワフルマスター」の基本性能と利便性の改良による商品力強化を図

りました。独自設計の高効率排気サイクロンの採用及び吸排気経路の最適化により作業時の吸引力を向上させ、また

集塵装置の構造変更によりアイドリング時及び吸引作業時の低騒音化、さらには日々の作業で使用する操作盤につい

てもマルチモニターを採用し機能性向上を図りました。塵芥車の積込作業時の安全対策におきましては、独自開発し

た人感エリアセンシング技術を用いた安全支援装置について、様々な使用環境下での検知精度の改良に取組み、作業

員の巻き込み事故防止を図りました。

 
<後略>
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